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秋晴れの酒田を駆ける
10月19日に開催された第3回酒田シティハーフマラソン大会。前日の雷雨が嘘のように晴れ渡っ
た青空の下、約1,600人のランナーが力の限り市街地を駆け抜けました。

2	 特集1 平成26年度の各表彰が決まりました
6	 特集2 災害に備える

9	 市営住宅・公共賃貸住宅入居者募集／公益のまちづくり賞
11	 消防車災害出動状況がホームページで確認可能に















●
期
日
前
投
票

期
間
／
11
月
10
日
㈪
～
15
日
㈯
︵
飛
島

地
区
の
方
は
12
日
㈬
ま
で
︶
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
８
時

場
所
／︻
酒
田
第
１
選
挙
区
～
酒
田
第

５
選
挙
区
︼中
町
庁
舎
３
階
31
号
会
議

室 

︻
八
幡
選
挙
区
︼観
音
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
１
・
第
２
会
議
室 

︻
松
山
選
挙
区
︼松
山
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
研
修
室 

︻
平
田
選
挙
区
︼平
田

総
合
支
所
１
階
１
０
２
号
室

●
入
院
、
入
所
中
の
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
で
の
不
在
者
投
票

　
入
院
・
入
所
中
の
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
（
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
施
設

の
み
）
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
施
設
に
早
め
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

市
内
の
指
定
施
設
／
日
本
海
総
合
病
院
、

日
本
海
総
合
病
院
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、

本
間
病
院
、
山
容
病
院
、
酒
田
東
病
院
、

八
幡
病
院
、
芙
蓉
荘
、
サ
ン
・
シ
テ
ィ
、

サ
ン
ハ
イ
ツ
酒
田
、
ラ
イ
フ
ケ
ア
黒
森
、

か
た
ば
み
荘
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ふ
る
さ
と
、

幸
楽
荘
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
、
寿
康
園
、

シ
ェ
・
モ
ワ
、
明
日
葉
、
う
ら
ら
、
徳

田
山
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
広
野
、
ひ
だ
ま

り
、
か
た
ば
み
の
家

●
出
張
な
ど
滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

を
行
う
場
合

　
本
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
を
行
い
、
交
付
を
受
け
た

上
で
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
用
紙
な
ど
を
郵
送
す
る

た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
不
在
者
投
票
で
き
る
曜
日
・
時

間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
る
委
員
22
人
と
、
市
議
会
や
農
業

協
同
組
合
な
ど
の
推
薦
に
よ
り
、
市
長

が
選
任
す
る
委
員
７
人
の
計
29
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
が
行

う
仕
事
は
、
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効

活
用
、
農
地
の
利
用
集
積
と
担
い
手
へ

の
支
援
、
地
域
の
世
話
役
活
動
と
農
業

者
の
公
的
代
表
と
し
て
の
農
政
活
動
な

ど
で
、
農
業
に
携
わ
る
人
の
利
益
を
守

る
代
表
機
関
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

告
示
日
／
11
月
９
日
㈰

投
票
日
時
／
11
月
16
日
㈰
午
前
７
時
～

午
後
８
時
︵
飛
島
地
区
は
11
月
13
日
㈭

午
前
７
時
～
午
後
４
時
︶

選
挙
区
と
定
数
／
下
表
の
通
り

投
票
で
き
る
方
／
平
成
26
年
３
月
31
日

に
確
定
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
投
票
日
に

選
挙
権
を
有
す
る
方

投
票
所
入
場
整
理
券
／
候
補
者
の
届
け

出
が
選
挙
区
の
定
数
通
り
で
あ
れ
ば
投

票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
定
数
を
超
え
る

選
挙
区
が
あ
れ
ば
、
告
示
日
後
に
そ
の

選
挙
区
の
有
権
者
だ
け
に
投
票
所
入
場

整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
。
投
票
所
入
場

整
理
券
を
な
く
し
た
と
き
は
、
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

投
票
の
方
法
／
投
票
所
の
記
載
台
に
は
、

候
補
者
の
氏
名
を
掲
示
し
ま
せ
ん
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い◎
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
名
だ

け
を
は
っ
き
り
と
書
く
。
そ
れ
以
外
の

こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

◎
候
補
者
の
氏
名
は
、
漢
字
、
ひ
ら
が

な
、
カ
タ
カ
ナ
の
い
ず
れ
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

酒
田
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
７
６
５

定
期
船「
と
び
し
ま
」の

運
航
時
刻
の
変
更

　
11
月
13
日
㈭
は
飛
島
地
区
の
繰
上
投

票
日
の
た
め
、
定
期
船
と
び
し
ま
の
飛

島
出
発
時
刻
が
午
後
４
時
30
分
（
酒
田

着
午
後
５
時
45
分
）
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

◆
候
補
者
の
届
け
出
が
選
挙
区
の
定
数

通
り
で
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
、
通

常
通
り
の
運
航
と
な
り
ま
す
。

◆
運
航
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
市
定

期
航
路
事
業
所
へ 

☎
２
２︲

３
９
１
１
。

●選挙区と定数
選挙区 定数 区域

酒田第1選挙区 2人 酒田第2～第5選挙区以外の区域
酒田第2選挙区 2人 新堀、広野地区
酒田第3選挙区 3人 黒森、浜中、十坂、宮野浦地区
酒田第4選挙区 4人 東平田、中平田、北平田地区
酒田第5選挙区 3人 上田、本楯、南遊佐地区
八幡選挙区 3人 八幡地域
松山選挙区 2人 松山地域
平田選挙区 3人 平田地域
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資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
に
適
合
す
る
方
▼
入
居
日
／
12
月
19

日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に
よ
る
▼
敷
金
／

家
賃
３
か
月
分
▼
申
し
込
み
／
11
月
５

日
㈬
～
13
日
㈭
に
申
込
書
を
市
役
所
３

階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
建
設
産
業
課
へ

◆
申
込
書
、
応
募
の
手
引
き
は
市
建
築

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
に

あ
り
ま
す
。
申
込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、

そ
の
場
で
提
出
で
き
ま
す
。

◆
市
営
住
宅
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
に
優

先
措
置
︵
２
回
抽
選
︶
が
あ
り
ま
す
。

︻
公
共
賃
貸
住
宅
︼

　

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超
え 

25
万
９
千
円
以
下
の
方
を
対
象
に
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６-

５
７
４
７

市
営
住
宅・公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

募
集
住
宅

所
在
地
募
集

戸
数

畳
数・階
数
な
ど

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1

8・６・６・L
D
K　

1
階 

Ⓟ

募
集
住
宅

所
在
地
募
集

戸
数
畳
数・階
数
な
ど

住
吉
住
宅

︵
単
身
用
︶

光
ケ
丘

一
丁
目

1

4.5・4.5・3・Ｋ

1
階

住
吉
住
宅

光
ケ
丘

一
丁
目

1

4.5・4.5・3・Ｋ

1
階

千
日
住
宅

住
吉
町

1

6・3・D
K

1
階

新
橋
五
丁
目

住
宅

新
橋

五
丁
目

1

6・3・D
K

1
階

第
一
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

6・6・3・Ｋ

4
階 

Ⓟ

第
二
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

6・4.5・4.5・Ｋ

2
階 

Ⓟ

第
三
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

6・6・4.5・Ｋ

4
階 

Ⓟ

第
四
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1

6・6・4.5・Ｋ

1
階 

Ⓟ

若
宮

第
三
住
宅

若
宮
町

二
丁
目

1

6・6・6・D
K

1
階 

Ⓟ

富
士
見
町

第
一
ア
パ
ー
ト
富
士
見
町

一
丁
目

1

6・6・4.5・Ｋ

4
階 

Ⓟ

旭
新
町

第
二
ア
パ
ー
ト
旭
新
町

1

6・6・4.5・D
K

4
階 

Ⓟ

静
ケ
台

第
一
ア
パ
ー
ト
光
ケ
丘

一
丁
目

1

6・6・6・D
K

2
階 
Ⓟ

静
ケ
台

第
二
ア
パ
ー
ト
光
ケ
丘

一
丁
目

1

8・7・D
K

3
階 
Ⓟ

小
泉
団
地

小
泉
字

道
南

1

6・6・4.5・Ｋ

1
階 

Ⓟ

城
西
団
地

字
山
田

1

8・7.5・6・

L
D
K 

１
階 

Ⓟ

片
町
住
宅

字
片
町

1

8・6・D
K

1
階

※
高
・
介
・
障
⋮
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、要
介
護
認
定

者
、障
が
い
者︵
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、療
育
手
帳
Ａ
︶が
い
る
世

帯︵
単
身
不
可
︶

Ｋ
＝
台
所 

Ｄ
＝
食
事
室 

Ｌ
＝
居
間

Ⓟ
＝
駐
車
場
１
台
有
り

︻
市
営
住
宅
︼

公
益
の
ま
ち
づ
く
り
賞
が
決
ま
り
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く
り
係 

☎
２
６-

５
７
２
５

　
公
益
の
ま
ち
づ
く
り
賞
は
、
各
分
野

で
広
く
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
う

な
ど
、
日
ご
ろ
の
地
道
な
活
動
を
さ
れ

た
個
人
や
団
体
に
対
し
お
贈
り
す
る
も

の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、

10
月
31
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
地
道
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
随
時
、

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

氏
名
お
よ
び
団
体
名

住
所︵
地
域
︶

活
動
内
容

遠
田 

三
夫
氏

上
野
曽
根

長
年
に
わ
た
り
常
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
に
心
掛
け
、
ゴ
ミ
収
集
日
に
、
近
隣
の

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
、
周
辺
の
除
草
、
除

雪
を
自
ら
進
ん
で
行
っ
て
き
ま
し
た

西
田 

恒
雄
氏

住
吉
町

長
年
に
わ
た
り
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
振
興
会
事
務
局
長
と

し
て
、
地
域
住
民
が
集
ま
り
や
す
い
雰
囲
気
作
り

を
心
掛
け
、
新
た
な
事
業
を
企
画
運
営
し
ま
し
た
。

特
に
、
広
報
誌
を
読
み
や
す
く
工
夫
す
る
な
ど
、

地
域
に
親
し
ま
れ
る
コ
ミ
セ
ン
づ
く
り
を
自
ら
進

ん
で
行
っ
て
き
ま
し
た

三
十
六
区
官
軍
墓
地

を
守
る
有
志

市
街
地

慶
応
４
︵
１
８
６
８
︶
年
の
戊
辰
戦
争
後
、
酒
田

に
駐
留
し
た
官
軍
兵
士
の
内
、
病
で
亡
く
な
っ
た

８
人
の
小
さ
な
墓
地
を
、
春
秋
の
彼
岸
に
は
、
除

草
や
墓
の
周
囲
の
清
掃
、
花
を
供
え
る
な
ど
の
供

養
を
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
て
き
ま
し
た

進
藤
雪
を
捨
て
る
会

平
田
地
域

市
の
除
雪
車
が
入
れ
な
い
墓
の
参
道
、
公
道
と
私

有
地
と
の
境
、
高
齢
者
宅
の
敷
地
や
出
入
り
口
、

公
設
ポ
ス
ト
前
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
な
ど
、

毎
日
の
よ
う
に
、
早
朝
や
夜
遅
く
に
除
雪
を
行
っ

て
き
ま
し
た
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
原
則
65

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
加
入
中
の
事
故
や
病
気
な
ど
で

障
が
い
が
残
っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
あ
る
と
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
免
除
制
度
な
ど
を
利
用
し
、
未

納
の
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
民
年
金
は
、
全
員
が
加
入

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は

任
意
加
入
制
度

国
民
年
金
の
主
な
届
け
出

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
、
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
免
除
申
請
で
き

る
期
間
が
過
去
２
年
間
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
審
査
さ

れ
ま
す
が
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
中
に
離
職
し
た
方
が
い
る
場

合
、
離
職
し
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て

審
査
す
る
退
職
の
特
例
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
紙
７
月
１
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
☎
２
６-

５
７
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
岡
年
金
事
務
所 

☎
０
２
３
５-

２
３-

５
０
４
０

　

　
国
民
年
金
加
入
者
は
下
表
の
３
種
類

に
区
分
さ
れ
、
い
ず
れ
も
国
民
年
金
法

上
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
区
分
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。

︻
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
︼

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

20
歳
〜
60
歳
ま
で
の
40
年
間
に
、
通
算

25
年
以
上
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加

入
期
間
、
免
除
期
間
、
第
３
号
被
保
険

者
期
間
な
ど
を
含
む
）
保
険
料
を
納
め

る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
受
給
資
格

期
間
」
と
い
い
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
の
未
納

国民年金の主な届け出(20歳～60歳未満の方）
被保険者区分 変更理由 届出先

第1号被保険者
自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第2号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第2号被保険者
会社員、公務員など

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第2号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第3号被保険者
第2号被保険者の扶養になっ
ている配偶者

配偶者が退職したとき

市役所
配偶者の扶養から外れたとき
離婚したとき
配偶者が65歳になったとき
就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

︻
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い
方
︼

　
60
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格
期
間
が

足
り
な
い
方
は
、
60
歳
〜
65
歳
（
昭
和

40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は

70
歳
）
ま
で
に
任
意
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︻
受
給
す
る
年
金
を
増
や
し
た
い
方
︼

　
未
納
期
間
が
あ
っ
て
、
満
額
の
年
金

を
受
給
で
き
な
い
方
は
、
60
歳
〜
65
歳

の
間
に
任
意
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

　
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
、
全
額
が
所
得
税

の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
毎
年
11
月
初
旬
に
、社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
必
ず

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
保
険

料
納
付
時
の
領
収
証
書
も
、
支
払
い
の

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る
と
、

自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.nenkin.go. 

jp

を
ご
覧
に
な
る
か
、
鶴
岡
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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11
月
１
日
～
30
日
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
月
間

み
ぎ
ひ
だ
り 

み
ん
な
の
い
の
ち 

ま
も
る
た
め

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室 

☎
２
６-

５
７
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮

れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、

特
に
高
齢
者
に
関
わ
る
交
通
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。「
車
は
来
な
い
だ
ろ
う
」

「
あ
の
人
は
渡
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
決

め
つ
け
ず
に
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▲ドライバーも歩行者もしっかり左右
の確認を

運
転
者
の
注
意
点

・
横
断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
し
、
横

断
者
が
い
る
と
き
は
一
時
停
止
し
て
横

断
さ
せ
る

・
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
注

意
し
、横
断
歩
道
以
外
の
場
所
で
も﹁
止

ま
っ
て
渡
ら
せ
る
﹂
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
す
る

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い

・
全
て
の
座
席
で
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る

・
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

実
践
す
る

・
70
歳
以
上
の
運
転
者
は
高
齢
運
転
者

マ
ー
ク
を
表
示
す
る

歩
行
者
・
自
転
車
の
注
意
点

・
手
や
旗
で﹁
横
断
す
る
意
思
﹂を
示
す

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、﹁
安
全

横
断
５
則
﹂
を
徹
底
す
る

・
夕
方
か
ら
の
外
出
は
明
る
い
色
の
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身

に
付
け
る

・
自
転
車
も
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
す
る

消
防
車
の
災
害
出
動
状
況

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政

組
合
通
信
指
令
課 

☎
６
１-

７
１
１
６

　
本
市
お
よ
び
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
消
防
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
消
防

車
の
災
害
出
動
状
況
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
表
示
開
始
予
定
日

11
月
１
日
㈯

●
表
示
す
る
災
害
の
種
類
と
内
容

・
火
災
出
動

・
火
災
の
鎮
火

・
救
助
出
動

・
救
急
出
動
で
消
防
車
と
同
時
に
出
動

す
る
特
別
な
場
合

・
そ
の
他
の
特
殊
な
災
害
で
消
防
車
が

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
、
出
動
す
る
場
合

●
消
防
車
出
動
状
況
の
表
示
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

左
側
の
防
災
情
報
バ
ナ
ー
︶

・
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部・

消
防
署
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.

city.sakata.lg.jp/ou/koikigyosei/
syobo/sakata-fire.htm

l

総合文化センター講座の受講生募集
●お問い合わせ／市社会教育課社会教育係 ☎24-2993

事業名 日時／場所 対象／定員 内容／講師 費用 申し込み

暮らしの彩り☆
ワイン講座

①12月4日（木）午後7時
～8時30分／総合文化
センター
②12月18日（木）午後7
時～9時／ル・ポットフー
（幸町一丁目）（全2回）

市内在住または
勤務先のある20
歳～45歳の方
／先着30人

これからワインを嗜みたい人用の初心者向け講
座です。
①ワインマナーやワインを楽しむための知識な
どのお話
②テイスティング体験やワインあてクイズなど
／（社）日本ソムリエ協会認定ソムリエ 小松俊一氏

2,000円
（材料代）

11月6日（木）午前10時～総合文化センター
事務室へ電話 ☎24-2993または費用を添
えて直接
◆電話での申し込みの場合、12月4日（1回
目の受講日）まで総合文化センター事務室
へ費用を持参してください。

コーヒーd
で
e健

康生活のすすめ
11月24日（振休）午後2
時～4時
・総合文化センター

市内在住または
勤務先のある方
／先着30人

コーヒーと健康の関係についてのお話と数種の
豆を使っておいしいコーヒーの入れ方を学び、実
際に試飲します／本間昇介氏

500円
（材料代）

11月6日（木）午前10時～総合文化センター
事務室へ費用を添えて直接（電話での申し
込み不可）

◆
従
来
通
り
、
消
防
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス 

☎
２
２-
９
９
４
４
で

も
出
動
状
況
が
確
認
で

き
ま
す
。

▲QRコード

安
全
横
断
５
則

①
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

②
道
路
の
端
で
必
ず
立
ち
止
ま
る

③
右
・
左
の
安
全
を
確
か
め
る

④
安
全
を
確
か
め
た
ら
、
ま
っ
す
ぐ

さ
っ
さ
と
渡
る

⑤
横
断
中
も
右
・
左
の
車
の
動
き
に

気
を
配
る
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防
ぎ
ま
す
。

　
唾
液
は
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
ム
チ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
で

す
。
ム
チ
ン
は
、
角
の
あ
る
食
品
を
食

べ
て
も
歯
茎
が
傷
つ
か
な
い
、
話
を
し

て
も
舌
が
引
っ
か
か
ら
な
い
な
ど
の
こ

と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
入
れ
歯
が
安

定
す
る
の
も
ム
チ
ン
の
お
か
げ
で
す
。

　
ま
た
唾
液
の
中
に
は
多
数
の
抗
菌
作

用
を
も
っ
た
タ
ン
パ
ク
が
存
在
し
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
や
カ
ビ
の
増
殖
を
防
い
で

く
れ
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
外
は
木
枯
ら
し
の
季
節
。

女
性
は
お
肌
の
乾
燥
が
気
に
な
る
時
期

で
す
が
、
他
に
も
乾
い
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
た
と
え
ば
口
の
中
、

唾
液
の
量
が
少
な
く
な
る
と
大
変
で
す
。

食
べ
た
り
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
私
た
ち
が

い
つ
も
無
意
識
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に

唾
液
は
い
ろ
ん
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
体
の
中
で
最
も
塩
分
の
濃
度

が
低
い
体
液
が
唾
液
で
す
。
だ
か
ら
私

た
ち
は
口
の
中
で
微
妙
な
味
を
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
し
ょ
っ

ぱ
い
食
べ
物
を
食
べ
て
も
多
量
に
出
て

く
る
唾
液
が
濃
度
を
薄
め
て
、
胃
の
負

担
を
軽
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
唾
液
は
虫
歯
の
予
防
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
虫
歯
は
歯
の
表
面
が
酸
性
に

な
り
、
歯
を
作
っ
て
い
る
リ
ン
酸
と
カ

ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
す
病
気
で
す
。
唾

液
中
の
特
殊
な
タ
ン
パ
ク
は
、
リ
ン
酸

と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
い
つ
も
た
っ
ぷ
り
に

維
持
し
、
ご
く
初
期
の
虫
歯
を
自
然
に

修
復
す
る
よ
う
に
働
い
て
い
ま
す
。
ま

た
唾
液
は
ほ
ぼ
中
性
な
の
で
、
口
の
中

が
歯
の
溶
け
や
す
い
酸
性
に
な
る
の
を

歯
周
病
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　
次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
１
つ
で
も

当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
れ
ば
歯
周
病

を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
朝
起
き
た
時
、
口
の
中
が
ネ
バ
ネ

バ
す
る

・
歯
を
磨
い
た
時
に
血
が
出
る

・
口
臭
が
気
に
な
る

・
歯
茎
が
腫
れ
る
こ
と
が
あ
る

・
硬
い
も
の
が
か
み
に
く
い

・
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
で
き
た

・
歯
茎
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ
赤
い

・
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
よ
く
は

さ
ま
る

・
歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る・
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

訪
問
歯
科
診
療
の
お
知
ら
せ

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
寝
た
き
り
に

な
り
、
歯
の
具
合
が
悪
く
て
も
歯
科

に
行
け
な
い
場
合
、
歯
科
医
が
自
宅

に
訪
問
し
て
治
療
す
る
「
訪
問
歯
科

診
療
」
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

通
院
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
方
が
い

る
場
合
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
、

ま
た
は
酒
田
地
区
歯
科
医
師
会
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、酒
田
地
区
歯
科
医
師
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

酒
田
地
区
歯
科
医
師
会 

☎
２
２︲

０
８
９
４

対
象
／
今
年
度
内
に
40
歳
・
50
歳
・
60

歳・70
歳
に
な
る
方︵
対
象
者
に
は
５
月

末
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
︶
▼

内
容
／
歯
と
歯
肉
の
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
方
法
と
歯
周
疾
患
予
防
の
指
導
▼

期
間
／
12
月
末
ま
で
▼
費
用
／
１
千
円

◆
山
形
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医

院
で
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診

券
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
８
日
は
、い
い
歯
の
日

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
課
成
人
保
健
係 

☎
２
４-

５
７
３
３

唾
液
の
い
ろ
い
ろ
な
働
き

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
無
意
識
な
活

動
を
助
け
て
い
る
唾
液
で
す
が
、
加
齢

に
伴
っ
て
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。
健

康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
唾
液
の
量
を

増
や
す
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
水
分
を
取
っ
て
口
の
中
を
潤
す
こ
と
。

そ
し
て
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
。

簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
続
け
れ
ば
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
虫
歯
や
歯
周
病
が

あ
る
と
き
ち
ん
と
噛
め
ま
せ
ん
。
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
を
も
っ
て
定
期
的
に

口
の
中
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
し
ょ
う
。

12



11
月
11
日
は
介
護
の
日

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
介
護 

虐
待
や
孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
に

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２
６-

５
７
５
５

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
平
成
25
年
12
月
に
発
表
し
た
日
本
の

地
域
別
将
来
推
計
人
口
に
お
い
て
、
本

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
増
え
続

け
る
も
の
の
、
２
０
２
５（
平
成
37
）年

ご
ろ
に
は
上
昇
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
減

少
に
転
じ
始
め
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
人
口
全
体
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
割
合
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
化
率
は

そ
の
後
も
上
昇
を
続
け
る
予
測
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達
し
、
介

護
や
医
療
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
で
社

会
保
障
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と

懸
念
さ
れ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
は
、

都
市
部
の
方
が
深
刻
だ
と
い
わ
れ
ま
す

し
、
孤
立
死
や
高
齢
者
虐
待
な
ど
は
、

隣
近
所
と
の
つ
な
が
り
の
薄
い
都
会
で

起
こ
り
や
す
い
と
い
う
印
象
を
持
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
本
市
に
お
い

て
も
孤
立
死
や
高
齢
者
虐
待
は
発
生
し

て
お
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題

な
の
で
す
。

　

ま
た
認
知
症
の
問
題
も
、
理
解
は

徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
実
際

に
家
族
の
誰
か
に
症
状
が
表
れ
て
き
た

と
き
に
、
気
付
き
、
冷
静
に
対
応
で
き

る
か
は
難
し
い
も
の
で
す
。
家
族
に
認

知
症
の
方
が
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く

な
い
と
い
う
思
い
も
根
強
く
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
認
知
症
に
関
す
る
問
題

を
家
族
の
中
だ
け
で
消
化
し
よ
う
と
す

れ
ば
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
介
護
者
の

意
識
し
な
い
中
で
虐
待
行
為
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
介
護
者
自

身
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
り
、
周
り
に
相

談
で
き
ず
に
い
た
り
す
る
と
、
事
態
が

深
刻
化
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
介
護
の
問
題
を
一
人
で
、
ま
た
は
家

族
の
中
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
、

親
族
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
相
談
機
関

や
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を

通
じ
、
特
定
の
人
に
か
か
る
介
護
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
地
域
に
お
け
る
単
身
高
齢
者
、
高
齢

者
の
み
世
帯
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
む
現
状
で
は
、

地
域
で
支
え
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

あ
い
さ
つ
、
声
掛
け
な
ど
の
見
守
り
が

高
齢
者
や
家
族
の
孤
立
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
か
ら
は

何
ら
か
の
サ
イ
ン
が
出
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
気
付
き
が
、
早

期
の
対
応
に
つ
な
が
り
深
刻
化
を
防
ぎ

ま
す
。
次
の
項
目
に
該
当
す
る
よ
う
な

ら
、
下
記
の
連
絡
先
へ
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。
連
絡
し
た
方
の
情
報
や
、
相

談
の
経
緯
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
つ
な
が
っ
て
い
て

こ
そ
生
か
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
へ
の
相
談
先
と
し

て
市
介
護
保
険
課
の
ほ
か
、
市
内
10
か

所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
、

虐
待
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
介
護
予

防
、
認
知
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
専
門
の
職
員
が
対
応
し
ま
す
。
ま
た

民
生
委
員
や
自
治
会
長
な
ど
と
協
力
し
、

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
ど
の
よ
う
に

支
え
て
い
く
か
を
話
し
合
い
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
か
一
人
が
介
護
の
重
荷
を
背
負
う

の
で
は
な
く
、
地
域
や
専
門
機
関
と
つ

な
が
っ
て
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
改
め
て
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

酒田市地域包括支援センター
（担当学区・地域） 電話番号

なかまち（琢成、松陵） 23-5591
にいだ（浜田、若浜、飛島） 22-2640
はくちょう（亀ケ崎、松原） 21-0818
あけぼの（富士見、泉） 26-7789
かわみなみ（浜中、黒森、十坂、
宮野浦、新堀、広野） 92-3451

ほくぶ（南遊佐、鳥海、西荒瀬） 28-2002
ひがし（東平田、中平田、北平田） 94-2470
やわた（八幡地域） 64-3777
まつやま（松山地域） 61-4033
ひらた（平田地域） 52-3895

本
市
の
「
２
０
２
５
年
問
題
」

地
域
で
見
守
る

　
ま
た
孤
立
死
も
同
様
で
、
地
域
と
の

普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
が
、
姿
を
見
か

け
な
い
、
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る
、
電

気
が
つ
い
た
ま
ま
な
ど
の
異
常
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の
見
守

介
護
者
の
様
子
か
ら

□ 介護に疲れている
□ 無気力、投げやりである
□ 高齢者を怒鳴る、しつけと言ってたたく
□ 高齢者の世話に対する不平・不満が多い
□ 介護サービスを受けさせない
□ 高齢者と親戚や友人などを会わせない
□ 保健・福祉の担当者と会うのを嫌うようになる
□ 高齢者に関する話題を避ける

高
齢
者
の
様
子
か
ら

□ 不自然なけがや傷がある
□ 急におびえたり怖がる
□ 無気力、投げやりである
□ 栄養失調、脱水症状がみられる
□ 悪臭がする、服が汚れているなど不衛生な状態である
□ お金があるのにサービス利用料や生活費の支払いができない
□ 傷やあざの説明のつじつまが合わない、話したがらない
□ 体重が不自然に増えたり、減ったりする
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●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課 

☎
６
１-

７
１
１
３

11
月
９
日
～
15
日
は

秋
の
火
災
予
防
運
動
で
す

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

ま
す
。尊
い
命
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。

　
管
内
（
１
市
２
町
）
で
は
、
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
に
41
件
の
火
災
が
発

生
し
、
９
人
の
死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

い
ま
一
度
、
次
の
点
に
注
意
し
て
火
災

の
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
無
く
す

た
め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
の
徹
底
お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
、

安
全
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
暖
房
器

具
・
調
理
器
具
の
使
用
、
消
火
の
た
め

の
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置
を
促
進

し
ま
す
。

●
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対

策
の
推
進

　
行
政
機
関
、
事
業
所
、
町
内
会
お
よ

び
住
民
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
継
続
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

︻
３
つ
の
習
慣
︼

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

◦
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

︻
４
つ
の
対
策
︼

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

◦
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

◦
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る

市民芸術祭参加事業のお知らせ
●お問い合わせ／希望ホール内、酒田市民芸術祭実行委員会事務局 ☎26-5450

【第58回酒田市民芸術祭写真展】
日時／11月6日（木）～12日（水）午前9時～午後9時（9日は
午後5時、12日は午後2時まで）
場所／総合文化センター
問 全酒田写真連盟、菅原 ☎31-0794
【酒田フィルハーモニー管弦楽団第42回定期公演】
日時／11月16日（日）午後2時～4時
場所／希望ホール
入場料／大人2,000円、学生1,000円
問 酒田フィルハーモニー管弦楽団、矢島 ☎27-3306
【第38回石の会展】
日時／11月20日（木）～26日（水）午前9時～午後5時（20日
は午後9時まで）
場所／総合文化センター
問 美術サークル石の会、池田 ☎090-5180-2347
【箏・尺八 八千代会50周年記念演奏会】
日時／11月23日（祝）午後1時～4時
場所／総合文化センター
問 八千代会、宮内 ☎34-1678

【第48回民謡まつり】
日時／11月23日（祝）午後1時～4時
場所／希望ホール
入場料／500円
問 酒田民謡愛好会、髙橋 ☎75-3944
【第31回イーゼルの会絵画展】
日時／11月24日（振休）～30日（日）午前9時～午後5時（24
日は午後1時から、30日は午後4時まで）
場所／酒田市美術館
問 酒田イーゼルの会、高橋 ☎22-9728
【吉続舞踊学園現代舞踊公演】
日時／11月30日（日）午後1時30分～4時
場所／希望ホール
入場料／1,000円
問 吉続舞踊学園、吉続 ☎0235-22-5968

◆入場料の記載のないものは無料（有料のものでも協賛
者証持参の方は無料）。

火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

も
う
い
い
か
い

　
　
火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
ま
あ
だ
だ
よ

 

︵
平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
︶
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酒田市雇用創造協議会 セミナー受講生募集
●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会事務局 ☎43-8755（平日午前8時30分～午後5時）

【①事業主向け】

【②求職者向け】

セミナー名 開催日 時間 内　容 申込締切

発酵食で商売繁盛！！
水産物利用拡大セミナー 11／27（木）、28（金） 9：30～

16：00
・ 近年話題の「発酵学」という視点から、地元水産物の新たな付加価値を発見

し、商品化への可能性を探る 11／25（火）

対象／市内企業の事業主または労務管理担当者、本市で起業を検討している方（在職中の方も可）で、各セミナーを
全日程受講可能な方

セミナー名 開催日 時間 内　容 申込締切

就活サポートセミナー 11／26（水）

9：00～
15：00

・ 企業が求める人材とは？採用の決め手とは？就職へ向けた第一歩の入門編講座
・ 履歴書の作成方法、個別指導による模擬面接で「就活」を幅広くサポート 11／21（金）

ビジネススキル
習得セミナー

11／6（木）、7（金） ・ 社会人必須の「ビジネスマナー」の基本を身に付けるための2日間
・ 立ち居振る舞いや言葉遣い、電話対応などを実践を交えながら習得する
・ パソコンの基礎からタイピング、インターネット検索までを実習する

11／4（火）

11／20（木）、21（金） 11／18（火）

コミュニケーション
向上セミナー

11／18（火）、19（水） ・ 昨今の採用選考で最も重要視される「コミュニケーション能力」の向上に特化
したセミナー

・ 性格診断エゴグラムで自分を分析し、長所も短所も仕事に活かそう
・ コミュニケーションで重要な「聴くこと」と「伝えること」の手法を学び、対人能力

を向上させる

11／14（金）

11／27（木）、28（金） 11／25（火）

コンタクトセンター
就職支援セミナー 11／11（火）～14（金）

・ ＢＰＯ産業への理解を深める体験型業務シミュレーションセミナー
・ 発音、言葉遣い、会話と傾聴、パソコン操作といった基本スキルの習得を目指

す短期集中の４日間
11／7（金）

基礎から学ぼう！
酒田ブランド開発セミナー

11／6（木）、12（水）、
19（水）

9：30～
15：30

・ 地元の農林水産物を活用した商品開発について理解を深めるセミナー
・ 時代のトレンドや市場分析を踏まえたビジネスモデルの構築、商品開発、販売

までの手法をプロの視点から伝授
11／4（火）

薬局で働くスキルと
資格を取得！
調剤薬局事務セミナー

11／10（月）～14（金） 9：30～
14：30

・ 調剤薬局事務のスペシャリストを目指す5日間
・ 医療関連スタッフとしての基本マナーから専門知識を学ぶ
・ 調剤薬局事務資格取得対応

11／6（木）

再就職への扉を開ける
３つのカギの使い方！
就職活動集中セミナー

11／12（水）～14（金） 10：00～
16：00

・ 再就職を果たすための作戦会議ともいえる3日間
・ 説得力のある自己ＰＲ、心に響く志望動機の作成方法から、印象に残る面接まで

再就職への成功のカギをつかむ
11／10（月)

ＰＣ実践力アップ！
履歴書作成と実務に
沿ったＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ活用
セミナー

11／17（月）～19（水）

11／17
10：00～
16：00

11／18、19
10：00～
15：00

・ 幅広い職種で活用されているＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの実践力アップセミナー
・ Ｗｏｒｄで一から作成するカスタム履歴書、Ｅｘｃｅｌのデータベース機能など、豊富

な演習カリキュラムで就活時のアピールポイントを高めよう
11／13（木)

対象／市内企業に就職や転職を希望する方、または本市で起業を検討している方（在職中の方も可）で、各セミナーを
全日程受講可能な方
【①②共通】場所・駐車場／申し込み時に必ず確認してください▶定員／各セミナー先着10人～20人程度（最少開催
人数4人）▶申し込み／同協議会事務局へ ☎43-8755、522-7522、Eメールsakata-koyou@bz04.plala.or.jp
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11月は児童虐待防止推進月間 「ためらわず 知らせてつなぐ 命の輪」
●お問い合わせ／市子育て支援課家庭支援係 ☎26-5734

 子どもへの虐待とは

　児童虐待とは、親や親に代わる保護者などが子どもの
身体や心を傷つけることをいいます。
●虐待の種類
【身体的虐待】殴る、蹴る、激しく揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせるなど
【ネグレクト】家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても
病院に連れて行かないなど
【心理的虐待】言葉による脅し、無視、きょうだい間での
差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふる
うなど
【性的虐待】子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にするなど
●こんなことも虐待です
　保護者以外の同居人が子どもに暴力を振るっている
のを知っていて、そのままにしているのも虐待です。

 しつけと虐待

　しつけと称して体罰を正当化していませんか。暴力は歯
止めがきかなくなってエスカレートしていく危険性があり、と
きに子どもの命にかかわる事故につながることがあります。
保護者にとってはしつけのつもりでも、子どもにとって有害
であれば、それは虐待です。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときは児童相談所や市へ連絡してください。子どもを守るための大きな一歩です。

 困ったときは、まず相談を

　一生懸命に子育てしているのにさまざまな理由で育児
不安が増し、子どもに当たるなど不適切な関わりをしてしま
う場合があります。自分では虐待をしているつもりはなくて
も、気が付いたときに問題が重篤化している場合がありま
す。悩んでいるのはあなた一人だけではありません。出産
や育児に悩んだときは、相談窓口を活用してください。
◎児童虐待などの通報・相談

連絡先 場所・電話 受付時間 相談内容

子育て支援課 市役所1階
☎26-5734

月曜～金曜日の午前8時
30分～午後5時15分
◆夜間・休日は市役所宿
直室へ ☎22-5111

児童虐待の通
報・相談、子ど
も の 心 配 事、
不安

家庭児童
相談室

市役所1階
☎24-0981

子育て
支援センター

松陵保育園隣接
☎33-2444

月曜～金曜日の午前8時
30分～午後5時15分、土
曜日午前8時30分～正午

育児、しつけ、
発育・発達

母子相談室 市民健康センター
☎26-4199

月曜～金曜日の午前8時
30分～午後5時15分

育児、発育・発
達、健診、予防
接種

 本市の取り組み

　虐待を受けている子どもの早期発見、保護者への子育
て支援を行うため、本市では「要保護児童対策地域協議
会」を設置し関係機関が連携して対応しています。
●里親を募集しています
　さまざまな事情で親と生活できない子どもたちが増
えています。その子どもたちを家庭に迎え入れ、健やか
に育んでくださる里親を募集します。子どもを預かる
期間や手続き、手当など詳しくは、児童相談所または市
子育て支援課へ問い合わせてください。

災害廃棄物の処理に関する測定結果について� ●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31-0933

1地下水、放流水の放射性物質濃度
月日 試料名 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 基準値※1

9／25
10／9

地下水上流 不検出 不検出 不検出 　（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

単位：ベクレル／リットル
2.最終処分場周辺地域における測定結果

測定地点（高さ1㍍） 9／29 10／6 10／14 10／20 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.04～0.05 0.04～0.05 0.04 0.04～0.05 0.19以下バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05

単位：マイクロシーベルト／時間2空間放射線量率

測定地点（高さ1㍍） 10／1 10／15 基準値※1

大平公会堂 0.04 0.04 0.19以下

単位：マイクロシーベルト／時間
1.最終処分場における測定結果

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

空間放射線量率

※1 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点
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い
じ
め
の
問
題
は
「
心
豊
か
で
安

全
・
安
心
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
、
学
校

を
含
め
た
社
会
全
体
に
関
す
る
課
題
で

す
。
県
で
は
、
４
月
に
「
山
形
県
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
度
か
ら
「
い
じ
め
・
非
行
を

な
く
そ
う
」
や
ま
が
た
県
民
運
動
を
全

県
で
展
開
し
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
・

見
逃
さ
な
い
気
運
を
高
め
る
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
見
守
る
大
人
一
人
ひ
と
り

が「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」「
い

じ
め
は
卑
怯
な
行
為
で
あ
る
」「
い
じ

め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校
で

も
起
こ
り
う
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
健
全
な
社
会
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
は

◦
子
ど
も
の
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う

◦
﹁
い
じ
め
は
卑ひ

き
ょ
う怯

な
行
為
で
あ
る
﹂

と
教
え
ま
し
ょ
う

◦
困
っ
た
と
き

は
、
学
校
や
関

係
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う

●
地
域
で
は

◦
積
極
的
に
声
を
掛
け
、
子
ど
も
を
地

域
全
体
で
見
守
り
ま
し
ょ
う

◦
地
域
行
事
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う

●
学
校
で
は

◦
先
生
は
子
ど
も
の
こ
と
を
し
っ
か
り

見
て
い
き
ま
す

◦
い
じ
め
の
把
握
に
努
め
ま
す

◦
子
ど
も
自
ら
、
い
じ
め
を
な
く
す
取

り
組
み
を
進
め
ま
す

◦
保
護
者
の
相
談
に
耳
を
傾
け
、
丁
寧

に
対
応
し
ま
す

「
家
庭
の
日
」
と
は
、
家
族
が
語
ら
い

を
持
ち
、
家
族
の
素
晴
ら
し
さ
・
大
切

さ
を
見
つ
め
直
す
た
め
の
全
国
的
な
活

動
で
す
。
テ
ー
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
「
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
」

／
家
族
の
仕
事
に
つ
い
て
家
庭
で
語
り

合
い
ま
し
ょ
う

12
月
「
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
仕

事
を
分
担
し
て
助
け
合
う
」
／
掃
除
や

食
事
の
準
備
な
ど
、
家
庭
の
仕
事
を
分

担
し
て
行
い
ま
し
ょ
う

11
月
は
全
国
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

一
緒
に
見
守
ろ
う 

子
ど
も
た
ち
の
未
来

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
社
会
教
育
課
管
理
係 

☎
２
４-

２
９
９
２

11
月
は「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」で
す

地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま
せ
ん
か

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１-

０
９
３
３

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

　
11
月
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
自

動
車
に
乗
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
山
形
県
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
う
ち
、
自
動
車
か
ら
の
排
出

量
は
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
穏
や
か
な
運
転
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
優
し
い
ア

ク
セ
ル
操
作
は
安
全
運
転
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

●
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

　
車
は
動
き
出
す
と
き
に
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
穏
や
か
に
発
進

す
る
こ
と
で
10
㌫
程
度
燃
費
が
改
善
し

ま
す
。
最
初
の
５
秒
で
時
速
20
キ
ロ
㍍

を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

　
走
行
中
は
、
一
定
の
速
度
で
走
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
車
間
距
離
が

短
く
な
る
と
、
無
駄
な
加
速
・
減
速
の

機
会
が
多
く
な
り
、
市
街
地
で
は
２
㌫

程
度
、
郊
外
で
は
６
㌫
程
度
も
燃
費
が

悪
化
し
ま
す
。

●
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
す

　
信
号
が
変
わ
る
な
ど
停
止
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か

ら
足
を
離
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
が
作
動
し
、
２
㌫
程
度
燃
費
が

改
善
し
ま
す
。

●
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

　
待
ち
合
わ
せ
や
荷
物
の
積
み
下
ろ
し

な
ど
に
よ
る
駐
停
車
の
際
は
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
10
分
間
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
、
１
３
０
㏄
程
度
の

燃
料
を
消
費
し
ま
す
。

　
11
月
か
ら
全
国
の
事
業
所
な
ど
で
ウ

オ
ー
ム
ビ
ズ
︵
過
剰
な
暖
房
を
抑
制
し
、

室
温
20
度
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
︶が
始
ま
り
ま
す
。節
電
に

も
つ
な
が
る
こ
の
取
り
組
み
、皆
さ
ん
も

職
場
や
家
庭
で
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
お
詫
び
と
訂
正

本
紙
10
月
16
日
号
２
㌻
の「
庄
内
文
化
賞

と
阿
部
次
郎
文
化
賞
受
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。左

記
の
通
り
訂
正
し
、お
詫
び
し
ま
す
。

︻
土
田
貞
典
氏
の
年
齢
︼

︵
誤
︶87
歳
↓︵
正
︶86
歳
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
対
策
の

各
種
支
援
は
終
了
し
ま
す

　
例
年
、12
月
〜
翌
年
３
月
は
ｅ-Ｔａ
ｘ

で
の
申
告
に
利
用
す
る
電
子
証
明
書
の

受
付
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
更
新
は
有
効
期
限
の
３
か
月
前
か
ら

で
き
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
交
付
を
伴
う
新
規
作
成
の
際
は
、

特
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
ま
た
後
日
交

付
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
時

間
や
期
日
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

休
業
を
除
く
）
▼
場
所
／
市
役
所
１
階

市
民
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◆
詳
し
く
は
市
民
課
住
民
係 

☎
２
６-

５
７
２
３
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対

策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成

27
年
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完

了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
本
年
12

月
中
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
特
に

積
雪
地
域
で
は
積
雪
の
影
響
か
ら
冬
期

間
の
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　
市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
本
公
売

は
、
ヤ
フ
ー
・
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

を
利
用
し
た
競
り
売
り
で
す
。

公
売
財
産
／
絵
画
な
ど
▼
公
売
参
加
申

込
期
間
／
11
月
５
日
㈬
午
後
１
時
〜
18

日
㈫
午
後
11
時
▼
入
札
期
間
／
11
月
25

日
㈫
午
後
１
時
〜
27
日
㈭
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６-

６

２
７
５

お 

知 

ら 

せ

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

日
時
・
場
所
／
11
月
19
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
・
公
益
ホ
ー
ル
、
21

日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
給
与

事
務
担
当
者
な
ど
▼
内
容
／
年
末
調
整
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
、
給
与
支
払

報
告
書
の
記
載
方
法
な
ど

問
酒
田
税
務
署
法
人
課
税
部
門 

☎
３
３︲

１
４
５
０
、
市
税
務
課
市
民
税
係 

☎

２
６︲

５
７
１
２
〜
５
７
１
４

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、

７
月
末
に
送
付
さ
れ
た
現
況
届
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
11
月
末
ま
で
に
提
出
が
な
い
場

合
、
12
月
10
日
㈬
の
支
払
い
が
一
時
差

し
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

区
分
／
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
小
修
繕
工
事
（
50

万
円
以
下
）、物
品
購
入
な
ど
（
物
品・

役
務
・
賃
貸
借
）▼
有
効
期
間
／
平
成

27
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）▼
申
し
込
み
／
12
月
４
日
㈭

〜
24
日
㈬
（
消
印
有
効
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）に
、申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

区
分
／
給
食
食
材
（
市
立
保
育
園
給
食
、

小
中
学
校
給
食
）
▼
有
効
期
間
／
平
成

27
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）
▼
申
し
込
み
／
12
月
４
日

㈭
〜
24
日
㈬
（
消
印
有
効
）
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
に
、
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
市
役
所
１
階
子
育
て
支
援
課
、

ま
た
は
中
町
庁
舎
４
階
教
育
委
員
会
管

理
課
へ
提
出

◆
申
請
書
な
ど
は
市
子
育
て
支
援
課
、

市
教
育
委
員
会
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６-

５
７
３
５
、市
教
育
委
員
会
管

理
課
学
校
給
食
係 

☎
２
６-

５
７
７
３

平
成
27・28
年
度
給
食
食
材
競
争
入

札（
見
積
も
り
）参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け

平
成
26
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会

　
10
月
下
旬
か
ら
順
次
、
年
金
か
ら
所

得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
際
、
各
種
控
除

を
受
け
る
た
め
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
届
く
の
は
、

年
金
額
が
１
５
８
万
円
（
65
歳
未
満
の

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６-

５
７
３
４

第
６
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

☎
０
５
７
０-

０
７-
０
１
０
１

え
て
市
役
所
３
階
契
約
検
査
課
へ
提
出

◆
申
請
書
な
ど
は
市
契
約
検
査
課
に
あ

る
ほ
か
、
11
月
17
日
㈪
〜
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
市
契
約
検
査
課
提
出
分
に
は
、
市
水

道
局
、
市
立
八
幡
病
院
分
を
含
み
ま
す
。

◆
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
分
は
、
平

田
総
合
支
所
内
、
酒
田
地
区
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部
予
防
課
総
務
係 

☎
６
１-

７
１
１
９
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
契
約
検
査
課
契
約
検
査
係 

☎
２
６-

５
７
０
８

ｅイ
ー
¦
Ｔタ

ッ
ク
ス

ａ
ｘ
申
告
の
た
め
の
電
子
証
明

書
の
更
新
･
作
成
は
お
早
め
に

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

平
成
27・28
年
度
競
争
入
札（
見
積
も

り
）参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け
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楽
し
く
身
体
を
動
か
し
た
り
、
同
じ

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
同
士
で
思
い
を

語
り
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
身
体
も
心

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
14
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
▼
場
所
／
東
北
公
益
文
科
大
学
内

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
▼
対
象
／
認
知
症
の
方

を
介
護
し
て
い
る
家
族
▼
内
容
／
講
話

「
腰
痛
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
術
」、

実
技
、
茶
話
会
、
個
別
相
談
▼
費
用
／

茶
話
会
分
実
費
▼
申
し
込
み
／
11
月
11

募
　
集

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

日
時
／
12
月
６
日
㈯
午
後
１
時
45
分
〜

３
時
15
分
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対

象
／
本
市
在
住
ま
た
は
本
市
に
勤
務
先

の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼
内
容

／
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
や
歴
史
・
生
活
の

紹
介
、
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
講
師
と
の

懇
談
な
ど
▼
講
師
／
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ル
ッ

ク
ス
氏
（
イ
ギ
リ
ス
出
身
、
県
国
際
交

流
員
）▼
費
用
／
３
０
０
円（
茶
菓
代
）

▼
申
し
込
み
／
11
月
４
日
㈫
〜
電
話
か

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
か
メ
ー
ル
で
市
国
際
交

流
サ
ロ
ン
へ 

☎
２
６︲
５
６
１
５
、
5

日
時
／
11
月
11
日
㈫
午
前
９
時
〜
11
時
、

12
月
９
日
㈫
午
後
７
時
〜
９
時
▼
場
所

／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

高
校
生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼

費
用
／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
講
習

会
開
催
日
の
前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総

合
支
所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２︲

３
９
１
１

方
は
１
０
８
万
円
）
以
上
の
方
で
す
。

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
指
定
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
必
ず
日
本
年
金
機
構
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
、

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税
の

た
め
、
申
告
書
は
届
き
ま
せ
ん
。

問
鶴
岡
年
金
事
務
所 
☎
０
２
３
５-

２
３-

５
０
４
０

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会
参
加
者

日
時
／
12
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定

員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、

大
出
血
時
の
止
血
法
、
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
い
方
▼
講
師

／
応
急
手
当
指
導
員
▼
持
ち
物
な
ど
／

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装
▼
費
用

／
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、教
材
費
）

▼
申
し
込
み
／
11
月
21
日
㈮
ま
で
酒
田

地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
署 

☎
２
３-

３
１
３
１
ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ

◆
申
込
書
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
る

ほ
か
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
署

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

平
成
27
年
度
版

「
明
る
い
暮
ら
し
の
家
計
簿
」販
売

文化の日　無料公開

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
更
新

更
新
申
請
期
間
／
11
月
４
日
㈫
〜
28
日
㈮

▼
申
請
受
付
場
所
／
市
下
水
道
課
（
酒

田
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
、
東
泉
町

二
丁
目
）
▼
対
象
／
山
形
県
下
水
道
協

会
に
登
録
し
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、

登
録
の
有
効
期
限
が
平
成
27
年
１
月
31

日
ま
で
の
方
▼
必
要
な
手
続
き
／
登
録

認
知
症
家
族
交
流
会

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
定

期
的
な
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

指
定
検
査
機
関
が
行
う
年
１
回
の
法
定

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
生
活
環
境
の
保
全
、
公
衆

衛
生
の
向
上
の
た
め
に
浄
化
槽
法
定
検

査
の
受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
市
の
指
定
検
査
機
関
は
、
次
の
通

り
で
す
。
申
し
込
み
の
際
は
指
定
確
認

機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
検
査
機
関
／
（
公
社
）
山
形
県
水

質
保
全
協
会
（
東
根
市
大
字
野
田
６
９

５-

８
、☎
０
２
３
７-

４
８-

２
４
６
９
）

問
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 
☎
３
１-

０
９
３
３

販
売
開
始
日
時
／
11
月
４
日
㈫
午
前
９

時
〜
▼
場
所
／
市
役
所
地
下
売
店
▼
価

格
／
４
８
０
円
▼
部
数
／
先
着
40
部
▼

申
し
込
み
／
市
役
所
地
下
売
店
へ 

☎

２
２︲

５
１
１
１
（
内
線
２
０
５
）（
電

話
予
約
可
）

イ
ギ
リ
ス
Ｄデ

　
イＡＹ

―
酒
田
で
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
ふ
れ
て

み
よ
う
―
参
加
者

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

２
６︲

５
６
１
７
、Ｅ
メ
ー
ルkokusai

@
city.sakata.lg.jp

更
新
の
申
請
、
更
新
講
習
会
の
受
講

◆
詳
し
く
は
市
下
水
道
課
普
及
調
査
係 

☎
２
６︲

３
７
３
４
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
㈫
ま
で
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係

へ 

☎
２
６-

５
７
５
５

◆
傷
害
保
険
に
は
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

体
調
面
で
心
配
な
方
は
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　11月1日（土）～7日（金）は文化財保
護強調週間です。11月3日（祝）午前9
時～午後4時30分は次の施設で無料
公開を行います。
●酒田市立資料館 問 ☎24-6544
●松山文化伝承館 問 ☎62-2632
●旧鐙屋 問 ☎22-5001
　［旧鐙屋 津軽三味線演奏会］日時
／11月3日（祝）の午前10時30分～、
午後1時30分～、午後2時30分～
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催
　
し

日
時
／
11
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）
▼
場
所

／
松
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
▼
定

員
／
３
０
０
人
▼
内
容
／
川
柳
作
家

大
西
泰
世
氏
の
講
演「
川
柳
の
た
の
し
さ

―
ぼ
や
き
川
柳
か
ら
見
た
人
間
模
様
―
」

▼
費
用
／
無
料
（
要
整
理
券
）
▼
整
理

券
配
布
／
11
月
１
日
㈯
〜
里
仁
館
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
、
響
ホ
ー
ル
（
庄
内
町
）、
松

山
総
合
支
所

問
生
涯
学
習
施
設
里
仁
館 

☎
６
１︲

４

３
６
１

日
時
／
12
月
３
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
15
分
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30

分
〜
）、
４
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
の
２
日
間
（
乙
種
防
火
管
理
講
習
は

３
日
の
み
）
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
緑
町
）▼
対
象
／
該
当

す
る
事
業
所
の
管
理
、
監
督
的
な
地
位

に
あ
る
方
【
甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
】
・
10
人
以
上
の
自
力
避
難
困
難
者

が
入
所
す
る
小
規
模
福
祉
施
設
・
延
べ

面
積
が
３
０
０
平
方
㍍
以
上
で
30
人
以

上
収
容
す
る
店
舗
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

な
ど
・
延
べ
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以

上
で
50
人
以
上
収
容
す
る
学
校
、
事
務

所
な
ど
【
乙
種
防
火
管
理
講
習
】
・
延

べ
面
積
が
３
０
０
平
方
㍍
未
満
で
30
人

以
上
収
容
す
る
事
業
所
、
飲
食
店
、
店

舗
な
ど
・
延
べ
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍

未
満
で
50
人
以
上
収
容
す
る
学
校
、
事

務
所
な
ど
▼
費
用
／
３
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）
▼
申
し
込
み
／
11
月
21
日
㈮
ま

で
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

予
防
課
予
防
指
導
係
へ 

☎
６
１︲

７
１

１
３

◆
30
人
以
上
収
容
す
る
雑
居
ビ
ル
な
ど

は
、
全
て
の
テ
ナ
ン
ト
に
防
火
管
理
者

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消

防
署
、
ま
た
は
消
防
本
部
予
防
課
予
防

指
導
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

生
涯
学
習
施
設「
里
仁
館
」

第
３
回
特
別
公
開
講
座
参
加
者

日
時
／
11
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

５
時
▼
場
所
／
酒
田
産
業
会
館
▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
１
５
０

人
▼
内
容
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海
の
恋

人
代
表 

畠
山
重
篤
氏
の
記
念
講
演「
森

は
海
の
恋
人 

人
の
心
に
木
を
植
え
る
」、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
11
月
17
日
㈪
ま
で

市
農
林
水
産
課
水
産
林
務
係
へ 

☎
２
６︲

５
７
５
３
、5
２
６︲

６
４
８
３

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
式
典

会
場
決
定
記
念
講
演
会

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

日
時
／
11
月
11
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
▼
場
所
／
東
北
公
益
文
科
大
学
酒
田

キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
１
大
教
室
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
１
５
０
人
▼
講

師
／
北
海
道
大
学
名
誉
教
授 

平
川
一
臣

氏
（
国
土
交
通
省
「
日
本
海
に
お
け
る

大
規
模
地
震
に
関
す
る
調
査
検
討
会
」

委
員
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当

日
会
場
へ

問
東
北
公
益
文
科
大
学
地
域
共
創
セ

ン
タ
ー 

☎
４
１︲

１
１
１
５

日
時
／
11
月
12
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
▼
対

象
／
お
お
む
ね
20
代
〜
30
代
の
男
女

（
既
婚
・
未
婚
は
問
い
ま
せ
ん
）
▼
内

女
性
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

日
時
／
11
月
16
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
▼
集
合
／
市
役
所
東
口
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内

容
／
旧
鐙
屋（
見
学
）、
松
原
地
名
残
の

松
、
河
岸
八
町
、
山
居
倉
庫
ほ
か
を
巡

る
▼
持
ち
物
／
雨
具
、
飲
み
物
、
歩
く

の
に
適
し
た
服
装
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
11
月
４
日
㈫
〜
11
日
㈫
に
電

話
で
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ

ン
タ
ー
へ 

☎
２
６-
５
８
２
１

甲
種・乙
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

受
講
者

容
／
少
子
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

白
河

桃
子
氏
に
よ
る
就
活
、
婚
活
、
妊
活
な

ど
女
性
が
輝
い
て
生
き
る
た
め
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
講
座
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
11
月
10
日
㈪
ま
で
市
健
康
課
保

健
予
防
係
へ 

☎
２
４︲

５
７
３
３

【
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
】期
日・

内
容
／
11
月
９
日
㈰
・「
未
知
と
の
遭

遇
」（
酒
田
名
画
鑑
賞
会
合
同
開
催
）、

11
月
12
日
㈬・「
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ・ハ
イ
」、

11
月
26
日
㈬
・「
父
あ
り
き
」
▼
時
間

／
午
後
１
時
30
分
〜
▼
費
用
／
無
料

【
う
た
ご
え
喫
茶
】
日
時
／
11
月
10
日

㈪
午
後
７
時
〜
▼
費
用
／
４
０
０
円

問
す
ま
い
る 

☎
５
２︲

３
１
３
０

湊み
な
と

町
さ
か
た
探
検
隊
と
出
か
け
よ
う
！
ぶ
ら
っ
と
街
歩
き

酒
田
商
人
町
を
巡
り
、繁
盛
し
た
歴

史
を
再
発
見
し
よ
う
！
参
加
者

日
時
／
11
月
16
日
㈰
午
後
０
時
30
分
〜

▼
場
所
／
八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
芹
田
諏
訪
神
社
獅
子
舞
、山
根
諏
訪

神
社
獅
子
舞
、大
島
田
天
狗
会
、藤
塚
神

代
神
楽
雅
楽
隊
、飛
鳥
神
楽
、か
ら
ど
り

姉
妹
、中
平
田
子
供
神
楽
▼
費
用
／
無
料

問
八
幡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
地
域

振
興
係 

☎
６
４︲

３
１
１
１

第
２
回
八
幡
民
俗
芸
能
公
演
会

―
鳥
海
の
里
に
息
づ
く
伝
承
の
舞
―

「
庄
内
浜・飛
島
の
地
震・津
波
防
災
を
考
え
る

―
日
本
海
に
お
け
る
大
規
模
地
震
に
伴
う

津
波
予
測
の
変
更
を
受
け
て
―
」講
演
会

20



展
　
示

◆
第
69
回
県
美
展
酒
田
巡
回
展 

第
56
回

こ
ど
も
県
展﹇
11
月
５
日
㈬
〜
10
日
㈪
﹈

◆
大
滝
博
子
・
創
作
人
形
の
世
界
展
―

家
族
・
い
の
ち
・
つ
な
げ
て
―﹇
11
月
16

日
㈰
〜
12
月
21
日
㈰
﹈

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

◆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
写
真
・
伊
藤
徳
雄

展
﹇
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈷
﹈

◆
酒
田
イ
ー
ゼ
ル
の
会﹇
11
月
24
日（
振

休
）
〜
30
日
㈰
﹈

◆
藤
田
嗣
治
―
土
門
が
撮
っ
た
乳
白
色

の
謎
― 

◆
古
寺
巡
礼
―
第
二
集
よ
り
― 

◆
土
門
拳
の
絵
と
書﹇
12
月
28
日
㈰
ま
で
﹈

◆
吉
野
弘
追
悼
展 

酒
田
の
う
た
―
現
代

詩
人
の
系
譜
―﹇
11
月
24
日（
振
休
）ま
で
﹈

◆
所
蔵
資
料
展「
江
戸
期
の
酒
田
ゆ
か
り

の
人
々
」﹇
平
成
27
年
２
月
28
日
㈯
ま
で
﹈

【「
本
間
郡
兵
衛
の
生
涯
」ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
】日
時
／
11
月
９
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
場
所
／
光
丘
文

庫
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／

本
間
利
美
氏（
医
師
、本
間
郡
兵
衛
の
子

◆
松
山
文
化
伝
承
館
企
画
展 

真
下
慶
治

生
誕
１
０
０
年
記
念
展
―
最
上
川
を
描

き
続
け
た
真
下
慶
治
と
そ
の
家
族
―

﹇
11
月
16
日
㈰
ま
で
﹈

◆
ま
つ
や
ま
の
和
歌
と
俳
諧
展
﹇
11
月

21
日
㈮
〜
平
成
27
年
２
月
15
日
㈰
﹈

【
常
設
】
松
山
の
歴
史
と
文
化
、
郷
土

の
偉
人
コ
ー
ナ
ー

◆
お
人
形
展
﹇
11
月
初
旬
ま
で
﹈

◆
本
間
焼
展
﹇
12
月
中
旬
ま
で
﹈

☎
３
１-

０
０
９
５　

☎
３
１-

０
０
２
８　

☎
２
４-

６
５
４
４　

☎
２
２-

０
５
５
１　

☎
６
２-

２
６
３
２　

☎
２
２-

３
５
６
２　

☎
２
４-

４
３
１
１　

酒
田
市
美
術
館

土
門
拳
記
念
館

酒
田
市
立
資
料
館

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

松
山
文
化
伝
承
館

本
間
家
旧
本
邸

本
間
美
術
館

会
期
中
無
休

月
曜
日
・
祝
日
休
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
休
館

●
美
術
展
覧
会
場

◆
書
画
に
み
る 

文
人
・
冬
青 
小
林
勇

﹇
11
月
11
日
㈫
ま
で
﹈

◆
酒
田
市
の
文
化
財
﹇
11
月
14
日
㈮
〜

12
月
22
日
㈪
﹈【同
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
】
日
時
／
11
月
30
日
㈰
午
後
２
時
〜

●
清
遠
閣
会
場

◆
刀か

た
な

鐔つ
ば

を
中
心
に﹇
12
月
22
日
㈪
ま
で
﹈

●
池
之
端
休
憩
室【
第
３
回
傘
福
つ
る
し

飾
り
づ
く
り
】日
時
／
11
月
15
日
㈯
、16

日
㈰
の
午
後
１
時
〜
▼
定
員
／
各
日
10

人
▼
費
用
／
１
千
円
▼
持
ち
物
／
裁
縫

道
具
▼
申
し
込
み
／
本
間
美
術
館
へ

11
月
ま
で
無
休

12
月
〜
月
曜
日
休
館

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

◆
か
ら
む
し
編
と
ニ
ッ
ト
編
物
﹇
11
月

６
日
㈭
〜
10
日
㈪
﹈

◆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
手
仕
事
作
品
展

﹇
11
月
13
日
㈭
〜
16
日
㈰
﹈

◆
織
・革
・縫 

手
し
ご
と
展
﹇
11
月
18

日
㈫
〜
24
日
（
振
休
）﹈

◆
楽
書
展
―
心
を
楽
に
書
い
て
飾
っ
て
楽

し
む
書
―﹇
11
月
27
日
㈭
〜
12
月
１
日
㈪
﹈

◆
第
２
回
手
作
り
作
品
展
示
即
売
会

﹇
11
月
１
日
㈯
〜
12
月
27
日
㈯
﹈

◆
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展﹇
11
月
５
日
㈬

〜
12
月
23
日
㈷
﹈

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

☎
２
１-

２
３
１
０　

☎
２
３-

１
９
１
１　

☎
２
２-

０
１
４
６　

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

山
王
く
ら
ぶ

水
曜
日
休
館

水
曜
日
休
館

◆
日
本
永
代
蔵
と
旧
鐙
屋
﹇
11
月
30
日

㈰
ま
で
﹈

☎
２
２-

５
０
０
１　

旧
鐙
屋

中高生向け一般図書 児童絵本

図 書 館

　上手に準備して、納得し
て進める。それが、悔いの
残らない、明るい「親の家
を片づける＝親家片」の原
則。始める前の心と体の準
備、進め方のコツ、捨て方、
残し方の極意などを紹介し
ます。

　古くから3つのなぞが伝
えられる白鳥神社。祭の夜
のお神楽に選ばれた6人の
子どもたちは、全員が仲の
いいメンバーではなかった。
個性がぶつかりあう、いき
いきした子どもたちの日常。
そんな日々におこる、あや
しいできごと…。

　はじめは靴下にあ
いただけだった、小
さな「あな」。しかし、
誰もその「あな」を
つくろってくれなか
ったので、とうとう
彼は旅に出ることに
…。「あな」が主人
公の穴あきの絵本。

◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。
　ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/問中央図書館 ☎２４-２９９６

孫
）の
講
話
▼
費
用
／
無
料

◆
日
和
山
公
園
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
浪
漫
を
た
ど
る
紅
花
展
﹇
11
月
30
日

㈰
ま
で
﹈

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」（
入
場
無
料
） ☎

２
２-

１
２
２
３　

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

主婦の友社／編　主婦の友社 ミラン・マラリーク／作　間崎ルリ子／訳
二見正直／絵・あな　偕成社

親の家を片づける お助け便利帳
迷った時・困った時のヒントがひと目でわかるビジュアル版

シロガラス 1 パワー・ストーン あなのはなし

佐藤多佳子／著　偕成社
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ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は

■問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６-

５
７
６
１

　
（
市
役
所
1
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

　
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
で
の

支
払
い
の
延
滞
や
自
己
破
産
と
い
っ

た
信
用
上
の
事
故
情
報
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
実
際
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
信

※

用
情
報
機
関
に
「
事
故
情
報
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
状
況
」
を
「
ブ
ラ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
」
と
表

現
し
て
い
ま
す
。
一
度
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
載
る
と
５
年
〜
10
年
は
登
録

さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
そ
の
期

間
は
、
お
金
を
借
り
入
れ
す
る
こ
と

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と

が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
事
故
情
報
を
確
認
し
た
い

場
合
は
、
本
人
開
示
制
度
を
利
用
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
、
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
な
ど
、
携
帯
機
器
の
分
割
払

い
の
未
払
い
で
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

載
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
途
中
で
解
約
し
て
も
、
携
帯
機

器
の
分
割
代
金
は
残
り
ま
す
。
契
約

す
る
時
は
し
っ
か
り
内
容
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

66

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

女
性
の
な
ん
で
も
相
談
所

無
料
法
律
相
談

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

日
時
／
11
月
28
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）
▼
場

所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／
新
井
野

裕
司
弁
護
士（
示
談
、あ
っ
せ
ん
も
可
）

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３-

６
３

５-

３
６
４
８

日
時
／
11
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族

で
、
専
門
医
に
通
院
し
て
い
な
い
方
。

眠
れ
な
い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、
人
と
会

い
た
く
な
い
な
ど
で
お
悩
み
の
方
▼
定

員
／
先
着
３
人
▼
相
談
員
／
精
神
科
医

師
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
11
月

７
日
㈮
ま
で
、
電
話
で
平
田
総
合
支

日
時
／
11
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
／
家
族
の
い
ざ
こ
ざ
、
相
隣
間
の

も
め
ご
と
、
相
続
問
題
な
ど
▼
相
談
員

／
人
権
擁
護
委
員
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
地
方
法
務
局
酒
田
支
局 

☎
２

５-

２
２
２
１

日
時
／
11
月
21
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
（
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）
▼
場

所
／
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
今
町
）
▼
対
象
／
18
歳
以
上
の
手

足
の
不
自
由
な
方
や
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
・

程
度
変
更
、
車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の

補
装
具
の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
現
在

治
療
中
で
症
状
が
固
定
し
て
い
な
い
方

は
除
く
）
▼
検
診
項
目
／
聴
覚
、
平
衡
、

お
よ
び
肢
体
▼
持
ち
物
／
【
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
・
程
度
変
更
希
望
者
】

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
写
真
（
縦
４
㌢

×
横
３
㌢
）、
身
体
障
害
者
手
帳
（
手

帳
取
得
済
み
の
方
の
み
）【
補
装
具
の

交
付
希
望
者
】
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
現
在
使
用
し
て
い
る
補
装
具
▼
費

用
／
無
料

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

相
　
談

日
時
／
11
月
25
日
㈫
午
後
４
時
〜
７
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
し
込
み
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

▼
相
談
員
／
海
野
寛
康
弁
護
士
▼
申
し

込
み
／
11
月
７
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-
５

７
２
６

◆
庄
内
人
が
愛
し
た
古
紅
花
染
の
着
物

展
﹇
11
月
1
日
㈯
〜
30
日
㈰
﹈

【
常
設
】
庄
内
の
美
術
工
芸
品

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

金
曜
〜
日
曜
日
開
館

５
７
３
３

日
時
／
①
11
月
21
日
㈮
午
後
６
時
〜
８

時 

②
11
月
24
日
（
振
休
）
午
後
６
時

〜
８
時
▼
場
所
／
①
交
流
ひ
ろ
ば 

②

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
相
談
員
／

①
佐
藤
充
崇
弁
護
士
、
佐
藤
咲
司
法
書

士 

②
新
井
野
裕
司
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
電
話
で
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市

民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７
２
６

借
金・家
計
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
会

所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５

２-

３
９
１
１

※
信
用
情
報
機
関
／
全
国
銀
行
個
人
信
用

情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）、　

株
式
会
社

シ
ー
・
ア
イ
・
シ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）、
株
式

会
社
日
本
信
用
情
報
機
関
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
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◎11月の各種相談　　ひとりで悩まずにご相談ください。

は ん こ た ん な庄内広域広報

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8:30～17:15
（12：00～13：00を除く）

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金に関する相談窓口

月～金曜日／8:30～12:00、
13:00～16:30（祝日、年末年始
除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課
［相談専用電話］023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

11日（火）、25日（火）／
9:30～12:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(月)、20日(木)／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9:00～16:00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

4日(火)、18日(火)／
13:30～15:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

19日（水）／13:30～15:00 松山健康センター
☎62-2611

10日(月)、20日（木）／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

女性のための相談 月～金曜日／9:00～16:00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9:00～16:00
山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）◆電話相談可。
無料弁護士相談もあります。
☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教育相談
室 70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／9:30～16:30 中町庁舎4階、市青少年指導セン
ター ☎24-2901

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

心配ごと相談 4日(火)、18日(火)／
9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目
1-19） ☎23-5765

高齢者相談

[生活・福祉等]月曜～金曜日／
9:00～17:00［法律］月曜日、
［税金］偶数月第1水曜日、［認知
症］火曜・金曜日／13:30～
16:00

山形県社会福祉協議会高齢者総
合相談センター
☎023-622-6511

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援センター
庄内プラザ（産業会館1階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保険
労務士駐在日） 金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5491
再就職の雇用相談
窓口 月～金曜日／9：00～17：00 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5499
身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

女性の健康相談 11月26日（水）／
15:30～16:30(要予約)

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

精神保健福祉相談
6日(木)／14:30～16:30
（要予約）
◆次回12月1日（月）

庄内保健所酒田出張所（若浜コ
ミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

ひきこもり相談 25日(火)／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミジ
ア感染症、B型肝炎お
よびC型肝炎個別相
談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15
［検査］毎週火曜日／
9：30～12:00（要予約）
◆12月2日（火）はエイズ検査を
午後8時まで延長。

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

 酒田市休日診療所 11月の診療日

11月の診療日は、2日（日）、3日（祝）、9日
（日）、16日（日）、23日（祝）、24日（振休）、
30日（日）です。
※急病や軽いけがのときにおいでください。
※小児科医による診療は日中のみです。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、
午後1時～4時30分（ただし、午前11時30分～午後1
時でも急患は受け付けます）【夜間】午後5時30分～
8時30分 ▼場所／船場町二丁目1-31 市民健康セン
ター別館 ▼電話／21-5225（受付時間中のみ） ▼平
日のお問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

 親子ふれあいサロンへどうぞ 【11月・12月の予定】
期 日 時 間 内　容 対象・定員 申し込み

11／4（火） 10:30～
12:00 「おおきくな～れ」身長・体重測定

就学前児童と
保護者 当日会場へ

11／12（水） 10:30～11:00 「おはなしひろば」絵本の読み聞かせ

11／18（火）10:00～12:00
「つくってみよう」酒田の新米でおにぎり作り
講師／きらきらネットワーク倶楽部

2歳以上の児童
と保護者・8組

11／5（水）
9:30～

12／1（月） 10:30～
12:00 「おおきくな～れ」身長・体重測定 就学前児童と

保護者 当日会場へ

12／14(日) 10:00～12:30
「つくってみよう」＆「わんぱく広場」
パパと作ろう！おいしいおそば
講師／岩間政幸氏

年長児～小学生
と父親・8組

11／21(金)
9:30～

問  交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

【①遊佐町民謡民舞まつり】日時
／11月16日（日）午後1時～3時
30分▶入場料／500円【②遊佐
混声合唱団第39回定期演奏会】
日時／11月23日（祝）午後2時～
4時▶入場料／500円（学生無
料）【①②共通】場所／生涯学習
センターホール
問生涯学習センター ☎72-2236

日時／11月1日(土)～3日(祝)の
午前9時～午後7時(3日は午後4
時まで)▶場所／三川町民体育
館、三川町文化交流館ほか

日時／11月9日(日)午後1時10分
～▶場所／いろり火の里なの花
ホール▶内容／町幼稚園、各小
学校、三川中吹奏楽部の演奏他
問三川町公民館 ☎0235-66-4403

　全国の味自慢のお米426点か
ら選ばれ、決勝米に30点。その中
から日本一を決めます。
日時／11月29日（土）午前10時
～▶場所／JA庄内たがわ新余
目支所▶対象／どなたでも▶内
容／決勝米の食べ比べ、郷土料
理試食など
問庄内町農林課農産係 ☎42-0169

日時／11月27日（木）～平成27
年4月13日（月）の午前9時～午
後4時30分（12月～平成27年3月
は午前9時30分～午後4時、火曜
日・年末年始休館） ▼入館料／大
人400円、高校生・大学生300円、
小中学生200円
問同館 ☎0235-62-4727

第8回あなたが選ぶ
日本一おいしい米コンテスト

決勝大会

いでは文化記念館企画展示
「羽黒山の松例祭
―大松明行事と若者衆―」

第43回遊佐町芸術祭参加みかわ秋まつり

町民音楽会

庄 内 町鶴 岡 市 遊 佐 町三 川 町
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日時／11月9日（日）午前9時15分～午後3時 ▼場所／
金峰少年自然の家（鶴岡市） ▼費用／800円（昼食代、
保険料、ロープ代） ▼申し込み／11月4日（火）午後5時
まで海浜自然の家へ ☎77-2166

森林を歩ける方 ▼定員／先着30人 ▼内容／室内研修
後バスで本市から遊佐町の海岸林を探訪し、海岸林
の希少生物について学ぶ ▼講師／水野重紀氏ほか ▼

費用／1,000円（昼食代など） ▼申し込み／NPO法人
庄内海岸のクロマツ林をたたえる会へ ☎21-5033

日時／11月17日（月）午後1時30分～4時30分、11月18
日（火）午前9時30分～午後4時30分 ▼場所／交流ひろ
ば ▼対象／45歳くらいまでの未就職者 ▼定員／先着
10人 ▼内容／就職活動の進め方・応募書類作成と面
接の練習、個別カウンセリング（希望者のみ） ▼講師／
キャリアカウンセラー 荻野美沙子氏 ▼費用／無料 ▼

申し込み／11月14日（金）まで若者就職支援センター
庄内プラザへ ☎0120-219-766

　地域の特色を生かしたコミュニティづくりの事例から
子どもたちと地域のいい関係について考えます。
日時／11月29日（土）午後2時～4時 ▼場所／東北公益
文科大学鶴岡キャンパス大学院ホール ▼内容／子育
ての地域活動実践者のパネルディスカッション ▼費用
／無料 ▼申し込み／庄内総合支庁子ども家庭支援課 
☎0235-66-2104

　平成26年8月末現在、全国の警察から指名手配され
ている者は、約750人に上っています。これらの被疑者は、
殺人、強盗などの凶悪事件のほか、傷害、窃盗、詐欺な
どの事件に関して指名手配されており、再び犯行を行う
恐れがあります。警察では、11月中に全国警察の総力を
挙げて、これらの被疑者の早期検挙に取り組んでいます。
  「指名手配被疑者によく似た人を見かけた」といった
情報など、どんなわずかなことでも結構ですので、警察
に通報してくださるようお願いします。
問警察110番・酒田警察署 ☎23-0110

日時／11月28日（金）午後2時～4時30分 ▼場所／総合
文化センター ▼定員／先着70人 ▼内容／東北地域の
冬季雷被害に関する調査報告書による講習会 ▼申し
込み／氏名、勤務先、所属、住所、所属団体名、電話番
号、ファクシミリ番号を記入の上、ファクシミリまたはE
メールで社団法人電気設備学会東北支部へ 5022-
296-2157、Eメールdsg-tohoku@trust.ocn.ne.jp
問同事務局（㈱ユアテック電気設備部内） ☎022-296-2111

日時／11月22日（土）午前9時30分～正午（9時～受け付け）

▼集合／吹浦鳥海温泉「遊
ゆ

楽
ら

里
り

」隣接駐車場（遊佐町） ▼

場所／遊佐町吹浦地内 ▼内容／豊かな海づくりにつなが
るクロマツの枝打ちボランティア作業とクロダイ稚魚放流
の体験 ▼申し込み／11月14日（金）まで全国豊かな海づく
り大会推進室（庄内総合支庁水産振興課内）へ ☎24-6041

　危険ドラッグの吸引が原因とみられる、重大な交通事
故や犯罪が全国で相次いで発生しています。また若者
を中心にその乱用が広がってきています。
●危険ドラッグとは
　合法ドラッグや合法ハーブ、合法アロマなどと称し
て、あたかも合法であるかのように販売されている薬
物ですが、大麻や覚醒剤などの規制薬物と同様の成
分が添加されている大変危険な薬物です。
●手を出しては絶対にダメ
　一度の使用でも、呼吸困難、意識障害（けいれん、錯
乱、幻覚）などにより死亡につながる危険があります。
覚せい剤・麻薬などと同じく依存性があるので、中枢神
経や精神を破壊して心身をボロボロにしてしまいます。
●所持、使用、購入は犯罪です
　危険ドラッグに含まれる成分を指定薬物として規制
し、薬事法を改正し、本年4月1日からは指定薬物の所
持や使用、購入を禁止し、罰則の対象としています。
●薬物依存などに関する相談窓口 
　庄内保健所 ☎0235-66-4931、山形県精神保健福祉
センター ☎023-624-1217
問市健康課成人保健係 ☎24-5733

日時／11月22日（土）午前9時10分～午後2時45分 ▼

内容／[午前の部]開祭、学年劇、合唱 [午後の部]職業
科バザー、閉祭
◆内履きを持参してください。
問同校職員室 ☎0235-22-0581

若者就職実現講座セミナー参加者募集

豊かな海を育む森づくり・海づくり活動

成人講座―登山指導の基礎知識と緊急時のロープワーク―

指名手配被疑者の検挙にご協力を！

「となりのこどものそだちかた」参加者募集

講習会「東北地域の冬季雷被害に関する調査」

鶴岡高等養護学校 学校祭

◎危険ドラッグ、絶対ダメ
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日時／11月15日（土）午前9時30分～午後4時（受け付
けは午前9時～） ▼場所／太陽の家 ▼対象／砂丘地や

日時／11月18日（火）～21日（金）の午後6時～9時 ▼場
所／スワンスケートリンク ▼対象／18歳以上の初心
者 ▼内容／アイススケートの基礎など ▼費用／無料

（貸靴代別途） ▼申し込み／11月16日（日）まで庄内ス
ケート協会事務局、佐藤 ☎31-2545

期日・場所／11月7日（金）・コスモス童夢（眺海の森）、
12月6日（土）・ひらた生涯学習センター（仁助新田） ▼時間
／午後6時30分～9時 ▼対象／未婚の男女 ▼費用／無
料 ▼申し込み／認定NPO法人ひらた里山の会、和島 
☎080-2833-1320、552-3466、Eメールnposatoyama
@amail.plala.or.jp

日時／平成27年1月5日（月）午前11時～ ▼場所／酒田
産業会館 ▼名簿登録料／1人1,000円 ▼申し込み／11
月17日（月）まで酒田商工会議所総務企画課へ ☎22-
9311

日時／11月16日（日）午後1時～4時20分（0時30分～
受け付け） ▼場所／公益ホール ▼定員／300人 ▼内容
／映画上映「ペコロスの母に会いに行く」、パネルディ
スカッション ▼費用／無料 ▼申し込み／山形県介護
学習センターへ ☎023-627-7431対象／27歳未満の方 ▼採用人数／約150人 ▼試験／

11月30日（日）（第1回） ▼受付期間／平成27年3月初旬
まで随時
問自衛隊酒田地域事務所 ☎27-3532

日時／12月7日（日）午前10時～正午 ▼場所／日本海
総合病院2階講堂 ▼内容／医師への相談（専門の医師、
看護師、装具メーカー参加）、茶話会など ▼費用／無
料 ▼申し込み／12月4日（木）までの午前8時30分～午
後5時（土曜・日曜日、祝日を除く）に日本海総合病院へ 
☎26-2001

日時・場所／11月10日（月）午前10時～11時・本町温泉
スパガーデン、26日（水）午後2時～3時・かんぽの宿さ
かた ▼対象／どなたでも ▼内容／血圧、体脂肪・内臓
脂肪、血管年齢測定 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日
会場へ
問本間病院友の会 ☎26-6631

　11月1日（土）～12月30日（火）の期間は午前9時～午
後4時（夕日が見えるときは日没まで）に開館時間を変更
します。
問NPO法人庄内海浜美化ボランティア ☎34-6020

日時／11月18日（火）午後1時30分～3時30分 ▼場所
／庄内総合支庁3階32号会議室 ▼内容／わかち合い
など ▼費用／無料 ▼申し込み／庄内保健所地域保健
福祉課へ ☎0235-66-4931

場所／ひらたタウンセンター ▼内容／全く初めての

　発達が気になるお子さんを対象に、親子でゆったり遊
ぶ会を開催します。
日時／11月16日（日）午前10時～11時30分 ▼場所／
県立鳥海学園（遊佐町） ▼対象／幼児～小学校低学年
程度の子どもと保護者 ▼内容／楽しい楽器を作って
遊ぼう！キノコのマラカス作り ▼費用／無料 ▼申し込
み／11月13日（木）まで鳥海学園へ ☎75-3334、575-
3872

方の教室、ワード、エクセル ▼費用／4,000円（資料代）

▼申し込み／すまいる、斎藤 ☎070-6617-3402

日時／11月19日（水）午後1時～3時30分 ▼場所／酒
田勤労者福祉センター ▼対象／正社員希望の一般求
職者、平成27年3月大学等卒業予定者（高校生除く） ▼
内容／求職者と求人事業主の自由面談形式 ▼申し込
み／求職者は当日会場へ、事業所は11月10日（月）ま
でハローワーク酒田へ ☎27-3111

海岸林見学学習会（希少生物編）参加者募集

初心者スケート講習会参加者募集

満月の夜、木こりのろうそくで語る婚活イベント
参加者募集

平成27年 新年賀詞交換会への参加受け付け

山形県認知症サポーター養成公開講座拡大版

日本海総合病院ストーマ患者と家族の会

自衛官候補生（任期制自衛官）募集

まちかど健康チェック

酒田北港緑地展望台の開館時間変更

すまいる「楽しいパソコン教室」11月生募集

すてっぷ　遊びのひろば

大切な方を自死でなくされた方へ 「つどい」のお知らせ

ワークチャンス2014酒田“正社員”就職面接会
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問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117

東北公益文科大学

キャンパスレポート
旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

酒田の旬

　私たち女子サッカー部は「全日本女子大学女子サッカー
選手権大会」、通称「インカレ」出場を目指して練習に励
んできました。東北からは2チームがインカレへ出場でき
ます。今年度も昨年同様、山形大学との合同で、9月末に
開催された東北予選に出場しました。
　選手数が11人ギリギリの中、負傷者が続出し、最終戦
は9人で戦うことに。そんな中、誰一人諦めることなく試
合終了のホイッスルが鳴るまでボールを追い駆けました。
1年生もゴールを決める活躍を
見せ、延長逆転勝利すること
ができました。
　しかし結果は、惜しくも3位。
本戦への出場は叶いませんで
した。この経験を糧に来年は
より高みを目指し、選手一同
一丸となって頑張ります。

心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
「
常
に
目

標
を
持
つ
こ
と
」
だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
目
標
を
設
定
し
、
毎
日
自
分
が
目

標
に
近
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て

進
み
な
さ
い
、
と
教
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
野
球
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
で
通
用
す
る
こ
と
で
す
」

M

ミ
ー
ト

eet t

ザ

he C

チ
ャ
レ
ン
ジ

hallenge

　
今
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「M
eet

the C
hallenge

（
挑
戦
し
続
け
る
）」

を
掲
げ
て
勝
ち
進
ん
だ
硬
式
野
球
部
。
次

の
目
標
は
明
治
神
宮
野
球
大
会
へ
の
出
場

で
す
。「
こ
こ
か
ら
が
本
番
で
す
。
全
国
の

強
豪
校
と
は
選
手
層
や
練
習
環
境
の
面
で

差
が
あ
り
ま
す
が
、
挑
戦
者
と
し
て
相
手

の
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で
臨
み
、
一
戦
必

勝
で
頑
張
り
ま
す
」
と
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
来
年
は
追
わ
れ
る
立

場
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
経
験
を
次
に
つ

な
げ
、
春
季
リ
ー
グ
で
も
優
勝
し
、全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
初
出
場
し
た

い
で
す
ね
」
と
来
季
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

 

「
野
球
を
通
し
て
公
益
大
と
酒
田
市
を
元

気
に
し
た
い
。
今
後
も
勝
ち
抜
く
た
め
に
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
酒
田
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
話
し
て
く
れ
た
横

田
さ
ん
。
オ
レ
ン
ジ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に

身
を
包
み
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
公

益
大
硬
式
野
球
部
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

31
インカレを目指して

工藤 千華（2年）

初
優
勝
の
立
役
者

 

「
就
任
か
ら
２
年
で
優
勝
で
き
た
こ
と

は
快
挙
で
す
。
今
ま
で
の
指
導
が
正
し

か
っ
た
と
確
信
で
き
ま
し
た
し
、
選
手

た
ち
に
は
地
道
に
頑
張
れ
ば
勝
て
る

と
い
う
自
信
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
す
の
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
硬

式
野
球
部
監
督
の
横
田
さ
ん
。
８
月
30

日
か
ら
10
月
４
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

で
、
チ
ー
ム
を
初
優
勝
に
導
き
ま
し
た
。

　
横
田
さ
ん
は
羽
黒
高
校
野
球
部
の
監

督
を
務
め
た
後
に
同
部
監
督
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
大
学
野
球
の
指
導
は
公
益

大
が
初
め
て
。「
大
学
は
社
会
に
出
る

前
の
最
終
準
備
の
段
階
。
自
立
し
て
成

功
で
き
る
よ
う
、
野

球
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
い
る
つ
も
り

で
す
」
と
、
部
員
の

未
来
を
温
か
く
見

守
り
ま
す
。

　

野
球
の
指
導
で

Yokota Kent

横田 謙人さん
東北公益文科大学硬式野球部監督

今月の人

 「もってのほか」や「もって菊」と呼
ばれる紫色の食用菊ですが、しゃき
しゃきとした歯応えとほのかな香り
が特徴です。名前の由来のひとつに
「もってのほか（思った以上に）おい
しい」といわれる、秋の味覚をお楽
しみください。

【作り方】
①もって菊はガクから花びらをはずし、酢を入れた熱湯で、菜箸な

どでかき混ぜながらさっとゆでる。手早く冷水に取り、ザルにあ
げて水気を絞っておく。

②梅干しは種を除いてほぐし、酒、砂糖と混ぜ合わせる。
③①と②を混ぜ合わせる（梅干しのシソの部分を混ぜても良い）。

【材料】（作りやすい分量）
・もって菊・・・・・・・・・・・1パック（90㌘程度）
・梅干し・・・・・・・・・・・3個
・酒・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
・砂糖・・・・・・・・・・・・・小さじ1

もって菊の
梅肉和

あ

え
7

食生活改善推進員からの 黄菊でも作れます。梅干しの量はお好み
で調節してください。
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酒
田
っ
子

市内企業の優れた技術力や製品、サービスを紹介します。

お
宅
ま
で
伺
い
、
畳
を
お
預
か
り
し

ま
す
。
家
具
の
移
動
や
床
上
掃
除
も

お
任
せ
く
だ
さ
い
。

畳表の張り替え作業 畳床の裁断作業

vol.
19

株式会社 信
しん

田
た

製
せい

畳
じょう

代表取締役 信田 榮一 さん

【企業の概要】
沿　　革   昭和33年信田畳店として亀ケ崎一丁目にて創

業、昭和49年現地に移転、平成元年法人化、平
成 8年株式会社へ改組、現商号となる

商　　号   株式会社 信田製畳
資 本 金   1,000万円
住　　所   酒田市東両羽町5-13 ☎22-5027
代 表 者   代表取締役 信田榮一
従業員数   6人
事業内容   畳、畳床、上敷の製造・販売、畳修繕
ホームページ  http://www9.plala.or.jp/shintaseijyo/

今月は

日
本
な
ら
で
は
の
床
材

　
畳
は
保
温
性
や
断
熱
性
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
や
抗
菌
性
に
も
優
れ
て
お
り
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
日
本
伝
統
の
床
材
で
す
。
当
社

は
、
和
の
空
間
に
欠
か
せ
な
い
畳
の
製
造

や
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
畳
作
り
は
、
部
屋
の
寸
法
を
正
確
に
測

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
部
屋
は
完
全

な
直
角
や
直
線
で
は
な
い
た
め
、
一
枚
ず

つ
ミ
リ
単
位
で
の
調
整
が
必
要
で
す
。

　
採
寸
後
は
圧
縮
し
た
木
質
チ
ッ
プ
で
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
挟
み
込
み
、
芯
材
の

畳た
た
み
ど
こ床

を
作
り
ま
す
。
次
に
表
面
と
な
る

畳た
た
み
お
も
て表

を
縦
方
向
に
縫
い
付
け
た
後
、
横

方
向
に
畳た

た
み
へ
り縁

を
縫
い
付
け
て
完
成
と
な

り
ま
す
。

全
量
自
社
生
産
に
よ
る
責
任
施
工

　
畳
表
の
素
材
は
、
風
合
い
が
良
く
、
空

気
の
浄
化
作
用
や
湿
度
調
整
効
果
が
あ
る

 

「
い
草
」
が
中
心
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

色
が
選
べ
る
樹
脂
製
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

畳
縁
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
柄
や
縁
な
し
が
選

べ
ま
す
の
で
、
お
客
様
と
相
談
し
な
が
ら
、

お
部
屋
の
雰
囲
気
や
用
途
に
合
わ
せ
た
畳

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
古
く
な
っ
た
畳
表
を
裏
返
し
た
り

交
換
し
た
り
す
る
こ
と
で
、畳
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
新
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
伝
統
の
畳

を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

畳
の
芯
材
と
な
る
畳
床
を
裁
断
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
日
１
０
０
枚

の
畳
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

本社・第一工場

ス
マ
ー
ト
フ
ォン
と
の
付
き
合
い
方

82

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６︲

５
７
３
５

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

い
と
き
な
ど
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
は
便

利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
と
に
子
ど
も

の
泣
き
声
や
話
し
声
に
対
し
て
不
寛
容

な
昨
今
で
す
。
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
お

と
な
し
く
し
て
い
て
く
れ
る
な
ら
と
、

使
い
た
く
な
り
ま
す
。

　
で
も
「
テ
レ
ビ
に
子
守
を
さ
せ
る

な
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
を

長
時
間
視
聴
す
る
と
、
子
ど
も
は
情
報

を
受
け
取
る
の
み
で
、
人
と
や
り
と
り

す
る
言
葉
の
力
が
十
分
に
育
た
な
い
と

い
わ
れ
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
は
じ

め
、
テ
レ
ビ
や
そ
の
録
画
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
の
機
器
も
同
じ
で
す
。
い
ず
れ
も
子

ど
も
だ
け
で
見
た
り
聴
い
た
り
、
使
っ

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
大
人
と
一
緒

に
見
た
り
話
し
た
り
し
な
が
ら
楽
し
む

使
い
方
が
お
勧
め
で
す
。
子
ど
も
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
上
で
、

人
と
の
直
接
の
触
れ
合
い
に
勝
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
マ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
１
歳
に
な
る
前
か

ら
マ
マ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
興
味

津
々
。
マ
ー
ち
ゃ
ん
の
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
あ
る
と
、
目
ざ
と
く
見
つ
け
飛
ん

で
き
ま
す
。
指
で
画
面
を
ス
ラ
イ
ド
さ

せ
る
な
ん
て
お
手
の
も
の
で
す
。

　
あ
る
と
き
マ
マ
の
も
と
へ
、
旧
友
か

ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
着
信
履
歴
が

あ
っ
た
の
で
、
折
り
返
し
電
話
を
し
て

き
た
と
い
う
の
で
す
。
び
っ
く
り
し
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
い
く
つ
も
の
発
信
履

歴
が
あ
り
ま
し
た
。
犯
人
は
マ
ー
ち
ゃ

ん
で
す
。

　
子
ど
も
は
時
代
の
子
で
す
。
１
、
２

歳
の
子
ど
も
で
も
実
に
器
用
に
機
器
を

操
作
し
ま
す
。
い
ま
は
１
、
２
歳
の
乳

児
用
か
ら
、
子
ど
も
の
年
齢
別
に
さ
ま

ざ
ま
な
ア
プ
リ
が
あ
り
、
子
ど
も
の
知

的
な
発
達
を
促
す
「
知
育
ア
プ
リ
」
や

お
絵
か
き
、
ゲ
ー
ム
な
ど
多
様
で
す
。

　
家
事
で
手
が
離
せ
な
い
と
き
や
人
が

集
ま
る
場
所
で
静
か
に
し
て
い
て
ほ
し

心
和
む
畳
づ
く
り
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
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　市立酒田看護専門学校の第5
回学校祭が開催され、同校と中
町モールで健康チェックが行わ
れました。訪れた人は学生によ
る血圧測定やマッサージを受け
ながら、健康に関するアドバイ
スを聞いていました。

元気と健康を
届けます

10/
18

　行政相談委員として総務大臣表彰を受けた
髙橋絹子氏が丸山副市長を表敬訪問しました。
髙橋氏は、平成13年4月から13年6か月にわ
たって行政相談委員を務め、ひらたタウンセ
ンターを会場にした毎月2回の行政相談をは
じめ、市民と行政をつなぐ身近な相談相手と
しての活動が高く評価されました。

市民の身近な
相談相手

10/
22

　ちびっこしょうぼうまつりが希望
ホールで行われ、市内の保育園・幼
稚園から約1,100人が集まりました。
消防音楽隊の演奏に合わせて歌を歌
った後、5園の子どもたちの遊戯や
ダンスなどが披露され、最後は全員
で「ひあそびは ぜったいにしませ
ん ひのようじん」と誓いました。 

大きな声で
「ひのようじん！」

10/
22

　酒田の秋を彩る収穫祭「酒田市
農林水産まつり＆森とみどりのフ
ェスティバル」。今年は話題の「酒
田のイカ丼」販売やスタンプラリー
も加わり、新米を筆頭に農産物や
海産物などが勢ぞろいした中心商
店街は、秋の味覚を求める人でに
ぎわいました。

秋の味覚に
舌鼓

10/
26

　酒田市生涯学習まつり2014が総合文化センター
で開催されました。マジックショー、体験ラリー
などの催しやサークル・団体の活動発表など多彩
な催し物が行われ、家族連れなど大勢の市民が訪
れました。

学びの扉を開けてみよう10/
17～19

　今年で31回目となる酒田どんしゃんまつりは、子どもたちの太鼓や踊
りで華やかに始まりました。フリーマーケットやサカタミュージックフェ
スティバル、ミニSL乗車会など、大人も子どもも楽しいイベントが盛り
だくさんでした。

どんしゃんまつり10/
18・19

酒田の観光ＰＲのためロシア・ハバロフスクの報道関係者らを招へい。将来、ロシアからの観光客による観光振興が期待（す）▶理科研究発表会、未来の科
学者たちの研究成果に関心。でもインパクトのあるタイトルに惹かれる自分はやはり文系（ま）▶秋晴れの中開催された酒田シティーハーフマラソン大会、
食欲の秋に私も運動しないといけないなと思う今日このごろ（か）▶秋の酒田は毎週のようにあちこちでイベントが。体重計と財布を見るのが怖い（み）
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　味覚が発達段階にある小学生に味
の基本を学習してもらうことを目的
に、市内小学校9校の5・6年生を対
象に味覚教室を開催しています。こ
の日、西荒瀬小学校で開催された教
室では、太田政宏シェフを講師に迎
え、味の違いを学習しました。

どんな味？10/
1

　ロシア・ハバロフスク市の行政・報道関係者が本市を訪れ、丸山副市長を表敬しました。
この事業は日ロ沿岸市長会（日本海沿岸市17市加盟）が主催し、ロシア極東シベリア地域と
の観光交流促進を行っているもので、将来的にロシアの旅行代理店から本市の観光コースを
企画してもらうことが目的です。

ロシアからの誘客に
向けて

10/
15

　アイアンマントライアスロンワールド
チャンピオンシップに出場する小林恵選
手が丸山副市長を表敬訪問し、「2007年
に記録した自らの最高順位、13位を上
回る成績を目指す」と抱負を述べました。

アイアンマン
ハワイへ

10/
3

　第66回酒田市小中学校児童生徒理科研究
発表会が行われ、市内の各小中学校から選ば
れた112人が、研究の成果を発表しました。

研究の成果を発表10/
7

　庄内みどり農業協同組合、酒田市袖浦
農業協同組合、全国共済農業協同組合連
合会からカーブミラー14基が寄贈され
ました。寄贈されたカーブミラーは交通
安全や事故防止のため市内の道路に設置
されます。

カーブミラー
を寄贈

10/
6

　今年で5回目となる「ツールド
SAKATA チャリでGOGO」。146人が
参加し、観光施設など各チェックポイン
トで振る舞われた刈屋梨などの秋の味覚
を味わいながら、酒田のまちを爽快に駆
け抜けました。

チャリでGOGO10/
13

　市民がスポーツ･レクリエーション
に親しみ、健康の増進、明るく豊かな
地域づくりを推進することを目的に開
催された第22回酒田市スポーツ･レク
リエーション祭。軽スポーツ、グラウ
ンドゴルフ、ソフトテニスなど12の
種目で競技が行われました。

青空の下
ターゲット・バードゴルフ

10/
5～18

リトルシニア
全国大会へ

10/
6

　第21回日本リトルシニア野球全国
選抜大会に出場する酒田リトルシニア
の選手および関係者が丸山副市長を表
敬訪問しました。同チームは秋季新人東北大会において準優勝の成績を収め、全国
大会への切符を手にしました。
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本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目２番45号
TEL.0234-22-5111（代表） FAX.0234-26-3688
E-mail koho@city.sakata.lg.jp
酒田市ホームページURL http://www.city.sakata.lg.jp/
市公式フェイスブック http://www.facebook.com/sakatacity

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234-64-3111（代表） FAX.0234-64-3110
〒999-6861 酒田市字山田27番地の４
TEL.0234-62-2611（代表） FAX.0234-62-2618
〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234-52-3111（代表） FAX.0234-52-3116
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